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編集後記
栄養管理室長  吉丸 雅美

夏です‼　令和初の夏、皆さま、いかがお過ごしでしょうか？
むか～し、むかしの夏といえば、夏休み、花火、海・プール、ス
イカ・・・等々でしたが、最近すぐ思い浮かぶのは、『暑い』の
一言です。
猛暑・酷暑といった新しい言葉ができ、昔は夕立だったのが

今はゲリラ豪雨。毎日どこかで熱中症のニュースが聞かれます。
私たちの生活が便利になった反面、その代償として環境への
負担が大きくなっているのかもしれません。
冷房を上手に使いつつも、自分に優しく、そして地球にも優しい生
活で、この暑い夏を乗り切りましょう。

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

病む人のために病む人の望む安心・安全な医療を提供します。

特殊外来（要予約）
［ペースメーカー］
二宮　暁代
14:00～16:00
［小児科予防接種］
小森　一広
13:30～17:30

［乳腺専門］
原　信介

毎月第4火曜日
13:00～17:15

外 科（14～17時） 新患・再来

外来診療日一覧表 令和元年 8月1日現在　　　　
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泌 尿 器 科 新患・再来 応援医師(佐賀大学) 応援医師(佐賀大学)

松本　章子

ドック ･ 健 康 診 断 松屋　合歓

肝臓外来（第4木曜日のみ） 八橋 弘
（長崎医療センター）
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冨田　祐輝

戸田　啓介 野田　　満

藤本　勝也 藤本　勝也 藤本　勝也
小林 恭介(長崎大学) 野村賢太郎(長崎大学)
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松尾 秀徳(長崎病院)
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総 合 救 急
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藤岡ひかる
黒木 保（長崎医療センター）

小児科（18時まで）新患・再来 小森　一広小森　一広 小森　一広小森　一広

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

大野　直義 大野　直義新患・再来

新患・再来

※外科の新患外来は10時～10時30分で診療しています。
❶ 外来受付時間は、午前8時30分～11時です。
❷ 糖尿病教室は第1、2、3水曜日14時～15時に整形外科外来にて開催しています。
❸ 土曜日・日曜日・祭日・年末年始（12/29～1/3）は休診です。
❹ セカンドオピニオン外来を実施しています。
❺ 健康診断は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。
❻ 救急の場合は、休診日でも診療いたします。
❼ 小児科予防接種は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。
　※月曜日17:15～18:00  小森 一広/大野 直義

TEL0956-82-3121   FAX0956-83-3710
連携室FAX0956-82-2280   0120-82-2970

〒859-3615  長崎県東彼杵郡川棚町下組郷2005-1
（西九州脳神経センター）

069 副院長就任

　不惑と言われる年を過ぎ長崎川棚医療センターに赴任して、はや11年が立ちます。
50歳を過ぎても天命を知るどころか未だに惑い続けている未熟な身ではありますが、この度縁あ
って川棚医療センター副院長を拝命いたしました。未熟な自分に副院長の重責が務まるのかと
いう不安が大きく、院長からの打診を固辞していた時期もございましたが、長年共に歩んできた
愛着のあるこの病院に、少しでも恩返しが出来ればとの思いで引き受けさせていただきました。
　もともとの消化器内科医としての診療に加え、病院の管理、運営のお手伝いを通して地域の
皆様のお役に立てるよう尽力いたします。
　今現在、川棚医療センター号は決して順風満帆とは言えませんが、新しい藤岡船長の力強い
舵取りのもとで、明るいほうに船首を向けています。この流れを乱さぬように、少しでも追い風とな
るように、私も出来ることに一つずつ丁寧に取り組みたいと考えています。
　乗員にとっても、乗客の皆様にとっても、心安らぐ、より安心で、より安全な船を目指して！
　皆様のご支援、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
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　東彼杵郡在宅医療・介護連携支援センター「たんぽ
ぽ」は、東彼杵３町（川棚町・波佐見町・彼杵町）で在
宅療養をされる患者・家族のため、医療機関と介護事
業所の情報共有や連携を支援するために開設しました。
国は、団塊の世代が75歳以上になる2025年をめどに在
宅医療を受けられる体制の準備を進めています。今回、
３町が医師会に委託して利用者の多い長崎川棚医療セ
ンターに「たんぽぽ」が設置されました。
　３町では外来・入院ともに町外で受診する人が多く、
佐世保市や佐賀県の医療機関との連携が課題になって
います。「たんぽぽ」では看護師が常駐して医療機関と
介護支援事業所双方の窓口となり、病院を退院し在宅
医療に移る患者・家族のサポートに当たります。
　複数にまたがる支援センターは県内で初めてです。
郡医師会では「たんぽぽ」を核として周辺の病院・介護
施設などと連携を密にして行きたいと考えています。こ
れからは、病院・介護施設などの連携に支援センター
「たんぽぽ」をご利用ください。

T o p i c s   【トピックス】

東彼杵郡在宅医療・
介護連携支援センター
「たんぽぽ」のご紹介
東彼杵郡在宅医療.介護連携支援センターたんぽぽ 泓 ヨシ子

T o p i c s   【トピックス】

部署紹介（外来）
外来師長 浦部 優子

ースの環境についても、よりよく過ごしていただけるよう
に整備を図っています。これからも近隣病院、各部門と
も連携をとりながら地域に根ざした病院としての役割
を果たせるように努めていきたいと思います。　外来には、脳神経内科、消化器内科、循環器内科、

代謝内科、外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌
尿器科、小児科があります。その他に救急外来や人間ド
ック、内視鏡検査も行っています。6月から新たに総合
診療内科が開設され、内科全般に対応することができ
るようになりました。
　外来スタッフは、外来医長１名、看護師長１名、副看
護師長１名、看護師９名、クラーク３名、救急外来対応
の診療看護師１名です。受診される患者さん、家族の
みなさんに安心で安全な医療を提供できるように接遇
面、知識、技術のスキルアップに励んでいます。外来ブ

　７月１日より臨床検査科で勤務しています。
先輩方に優しく指導していただきながら、仕事を少しずつ覚えている
ところです。
一日でも早く一人前になり、当院の戦力になれるよう精一杯頑張ります。
長崎には初めて居住するため不安がありましたが、海が近くきれいな景色に
癒されています。どうぞよろしくお願いいたします。

赴任のご挨拶
N e w f a c e 【ニューフェイス】

臨床検査技師 坂井 晴香

T o p i c s   【トピックス】

　７月４日（木）に８病棟で七夕会を行いました。
患者さん、ご家族、スタッフに看護実習生も加わり
みんなでゲームをしました。
「美空ひばりの愛称はなんでしょう？」「お嬢！！」
や、「三波春夫の名文句はなんでしょう？」「お客様
は神様です！！」などあまりに懐かしすぎるお題に看
護学生さんたちは苦笑い…。
　患者さんにはたくさんの笑顔が見られ、とても楽
しそうでした。
　皆さんが短冊に書いた、たくさんの願いごとが叶
いますように…。

看護師長 酒井 真澄

8病棟で七夕会を行いました。
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肝臓外来（第4木曜日のみ） 八橋 弘
（長崎医療センター）

宮下　光世

福留　隆泰

冨田　祐輝

戸田　啓介 野田　　満

藤本　勝也 藤本　勝也 藤本　勝也
小林 恭介(長崎大学) 野村賢太郎(長崎大学)

野田　　満 戸田　啓介野田　　満 戸田　啓介

清原　龍士

冨田　祐輝 福留　隆泰
松尾 秀徳(長崎病院)

木村　博典木村　博典

野田　　満
宮下　光世

内 科 二宮　暁代松屋　合歓松屋　合歓 松本　章子木村　博典

総 合 救 急
内 科 大野　直義

小森　一広福留　隆泰冨田　祐輝 （輪番）植木　俊仁

外 科 野田　　満戸田　啓介戸田　啓介 野田　　満戸田　啓介

藤岡ひかる
黒木 保（長崎医療センター）

小児科（18時まで）新患・再来 小森　一広小森　一広 小森　一広小森　一広

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

大野　直義 大野　直義新患・再来

新患・再来

※外科の新患外来は10時～10時30分で診療しています。
❶ 外来受付時間は、午前8時30分～11時です。
❷ 糖尿病教室は第1、2、3水曜日14時～15時に整形外科外来にて開催しています。
❸ 土曜日・日曜日・祭日・年末年始（12/29～1/3）は休診です。
❹ セカンドオピニオン外来を実施しています。
❺ 健康診断は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。
❻ 救急の場合は、休診日でも診療いたします。
❼ 小児科予防接種は完全予約制です。事前にご連絡をお願いいたします。
　※月曜日17:15～18:00  小森 一広/大野 直義

TEL0956-82-3121   FAX0956-83-3710
連携室FAX0956-82-2280   0120-82-2970

〒859-3615  長崎県東彼杵郡川棚町下組郷2005-1
（西九州脳神経センター）

069 副院長就任

　不惑と言われる年を過ぎ長崎川棚医療センターに赴任して、はや11年が立ちます。
50歳を過ぎても天命を知るどころか未だに惑い続けている未熟な身ではありますが、この度縁あ
って川棚医療センター副院長を拝命いたしました。未熟な自分に副院長の重責が務まるのかと
いう不安が大きく、院長からの打診を固辞していた時期もございましたが、長年共に歩んできた
愛着のあるこの病院に、少しでも恩返しが出来ればとの思いで引き受けさせていただきました。
　もともとの消化器内科医としての診療に加え、病院の管理、運営のお手伝いを通して地域の
皆様のお役に立てるよう尽力いたします。
　今現在、川棚医療センター号は決して順風満帆とは言えませんが、新しい藤岡船長の力強い
舵取りのもとで、明るいほうに船首を向けています。この流れを乱さぬように、少しでも追い風とな
るように、私も出来ることに一つずつ丁寧に取り組みたいと考えています。
　乗員にとっても、乗客の皆様にとっても、心安らぐ、より安心で、より安全な船を目指して！
　皆様のご支援、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

　不惑と言われる年を過ぎ長崎川棚医療センターに赴任して、はや11年が立ちます。
50歳を過ぎても天命を知るどころか未だに惑い続けている未熟な身ではありますが、この度縁あ
って川棚医療センター副院長を拝命いたしました。未熟な自分に副院長の重責が務まるのかと
いう不安が大きく、院長からの打診を固辞していた時期もございましたが、長年共に歩んできた
愛着のあるこの病院に、少しでも恩返しが出来ればとの思いで引き受けさせていただきました。
　もともとの消化器内科医としての診療に加え、病院の管理、運営のお手伝いを通して地域の
皆様のお役に立てるよう尽力いたします。
　今現在、川棚医療センター号は決して順風満帆とは言えませんが、新しい藤岡船長の力強い
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副院長就任のご挨拶
長崎川棚医療センター　副院長

植木 俊仁
To s h i h i t o  U e k i


